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資 料 編

１ ダイアルアップ接続(１台接続)の方法

(1) ダイアルアップ接続のために必要な機器

当総合教育センターから発行したダイアルアップ接続用のＩＤとパスワードを基にパソコン

１台のみを拠点と接続し、インターネットの利用ができるまでの方法について説明します。

そのためには、次の表資－１のような機器が必要となります。

表資－１ ダイアルアップ接続のために必要な機器

番号 必要数量機 器 名 およその費用 備 考

１ パソコン １ 150,000円～ USBﾎﾟｰﾄ ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ ｡又は高速の が必要です

２ ＴＡ(ﾀｰﾐﾅﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀ) １ 30,000円～ ｱﾅﾛｸﾞ ｡端子があるものは、通常の電話も利用できるため便利です

３ ＤＳＵ １ 23,900円 TA ｡に内蔵しているものもありますが利用形態や配線に応じて選択します

４ 接続ケーブル １ 3,000円 TA ｡に付属している場合もあります

５ プリンタ １ 30,000円～

使用するパソコンのＯＳがWindows 95等の場合を想定すると、安定してインターネットの利

用を行うには、次のような条件があります。

・ パソコンのＣＰＵの能力は、ＷＷＷ及び電子メールの利用のみを行う場合には、高

いものは必要ありませんが、動画やＪＡＶＡを利用する場合及びＣＵ－ＳｅｅＭｅ等

のテレビ会議システムを利用する場合などにおいては、能力の高いものが必要です。

・ パソコンの主メモリの容量については、32ＭＢ以上は必要であり、安定稼動のため

には、64ＭＢ以上が望ましいと思われます。

・ パソコンのハードディスクの容量は、ある程度の空容量がないと安定して稼動させ

ることができないため、さまざまなソフトウェアをインストールしても常に100MBほ

どの空容量があるほうが望ましいと思われます。

・ パソコンとＴＡを接続するためには、それぞれにＵＳＢポート又はシリアルポート

(RS-232C)が必要です。なお、シリアルポートで接続する場合にＩＳＤＮの能力を十

分に生かすためには、パソコンのシリアルポートの通信速度が115,200bps以上必要で

す。もし、これに対応していないパソコンで利用する場合は、高速RS-232Cボード等

を購入し、取り付ける必要があります。

(2) インターネットに必要なソフトウェア

ア ＷＷＷ

ＷＷＷを行うには、前述のブラウザと呼ばれるソフトウェアが必要です。現在は、２つの会

社のブラウザが有名であり、一つは、Netscape Communications社のNetscape Navigator､現在

は、さまざまな機能が統合されたNetscape Communicatorという名称のソフトウェアです。も
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う一つは、Microsoft社のInternet Explorerです。これらのソフトウェアを入手するには、イ

ンターネット上のサーバからダウンロードをする方法と、雑誌に添付されているCD-ROMなどか

ら入手する方法などがあります。ブラウザ上で多様な表現を行うためにさまざまなプラグイン

と呼ばれるソフトウェアがありインターネット上のサーバ等からダウンロードすることができ

ます。

イ 電子メール

前述のブラウザソフトに付属しているメールのソフトウェアでも電子メールの基本的な利用

を行うことができます。パソコンがメールサーバから電子メールを読む際のプロトコルとして

ＰＯＰ３にはすべて対応しており、新しいソフトウェアでは、ＩＭＡＰ４に対応しているもの

もあります。また、市販のWINYAT等のソフトウェアを利用することにより、電子メールそのも

のや個人情報がパソコンではなくメールサーバに保存されます。１台のパソコンを複数の人で

利用する場合に電子メールを他人に読まれる心配がなくなるとともに、拠点と接続している学

校等に出張した際に、その学校のパソコンにそのソフトウェアがインストールしてあれば、そ

れで自分のメールを読むことができるようになります。

ウ ＦＴＰ

インターネットからプログラムやデータ等をダウンローﾄﾞする場合や学校で作成したホーム

ページ用のデータ等を内部ホームぺージサーバにアップロードするには、ＦＴＰのソフトウェ

アが必要です。ＦＴＰ専用の市販ソフトウェアやフリーソフトウェアも数種類ありますが、

ＷＷＷのブラウザを利用してプログラムやデータ等をダウンロードできる場合が多くあります。

エ ＣＵ－ＳｅｅＭｅ

まず、ＣＵ－ＳｅｅＭｅのソフトウェアが必要となります。更に、映像を送信するためのビ

デオカメラやビデオキャプチャ装置が必要です。市販品の中では、これらのものが一つに梱包

されたものもあるようです。また、音声の送受信のためにマイクやスピーカ、サウンドボード

等の機器も必要となります。

オ マルチメディア通信等

インターネットでの放送としてRealVideoやStreamWorks、VDOLive等のソフトウェアを利用

したものがあります。無料で使用できるものもあり、それらは、インターネットからソフト

ウェアをダウンロードして利用することができます。

(3) ダイアルアップ接続用の電話回線について

ダイアルアップ接続には、前述のようにＩＳＤＮを敷設する必要があります。屋内のコネク

タの設置方法などいろいろな敷設の方法がありますが、学校等によって様々な条件があると思

われますので、電話工事業者と詳細に打合わせる必要があります。また、拠点では、電話番号

によっても接続者の確認を行いますので、ＩＳＤＮの契約の際に相手先に電話番号を通知する

機能を入れることが必要です。

なお、パソコン室と職員室が離れており、どちらの部屋からもダイアルアップ接続をする可

能性がある場合などは、バス配線をする契約を行い、コネクタをそれぞれの場所に設置するこ

とが必要となります。
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(4) ダイアルアップ接続（端末型）の設定例

稼動するＯＳがWindows95のパソコンをＴＡと接続し、ダイアルアップ接続を完了するまで

の方法を説明します。パソコンの基本的な設定は既に終了し、基本的なソフトウェアの利用は

できる状態であるものとします。パソコンやＴＡについての基本的な知識や設定は、それぞれ

の説明書や解説書をご覧ください。

まず、パソコンやＴＡ、シリアルケーブル等の機材を準備します。また、ＩＳＤＮからの

ケーブルも用意しておきます。まだこの段階では各機器の電源は入れません。その後、ケーブ

ル等の配線を行い、設定を進めていきます。

① 最初にパソコンとＴＡ間の接

続を行います。右の図資－１はパ

ソコンの背面の一部です。1IOIOI

や の印の下のコネクタが2IOIOI

シリアルポートです。 の2IOIOI

コネクタの右隣がＵＳＢポートで

す。今回はパソコンの の1IOIOI

シリアルポートとＴＡのシリアル

ポートをシリアルケーブルで接続

することとします。

図資－１

② 右の図資－２は、パソコンと

その右側にあるＴＡをシリアル

ケーブルで接続した様子です。ま

た、ＴＡのシリアルポートの左側

の端子にＩＳＤＮからの回線を接

続しています。すべてのケーブル

の接続が確認できたなら、パソコ

ンとＴＡの電源を入れます。

図資－２
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③ パソコンが起動したら、最初

にＴＡ用のソフトウェアをインス

トールします。この方法は、ＴＡ

に付属するマニュアル等を基に行

います。右の図資－３は、インス

トールが終了していることを示し

ています。

続いて、ダイアルアップ接続に

必要な各種の設定を行っていきま

す。

図資－３

④ まず、「新しい接続」のアイ

コンを表示させます。マイコン

ピュータの窓の中のダイヤルアッ

プネットワークをダブルクリック

することにより、右の図資－４の

ように「新しい接続」のアイコン

が表示されます。

図資－４

⑤ 新しい接続のアイコンをダブ

ルクリックすると、図資－５のよ

うに新しい接続の窓が開きますの

で、接続名に適当な名称を入力し

てモデムの選択では設定したＴＡ

の名称を選び<次へ>をクリックし

ます。

図の例では、「拠点との接続」

という名称で作成します。

図資－５
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⑥ 接続先の電話番号の入力画面

になりますので、図資－６のよう

に入力し、<次へ>をクリックしま

す。なお、拠点のダイアルアップ

接続の電話番号は、075-604-1151

です。

図資－６

⑦ 図資－７のように「新しいダ

イヤルアップネットワーク接続が

次の名前で作成されました。」と

表示されますので、確認します。

間違いがなければ完了をクリック

します。

図資－７

⑧ 図資－８のようにダイヤル

アップネットワークの窓に「拠点

との接続」のアイコンが新たに作

成されて表示されます。更に詳細

な設定を行いますのでこのアイコ

ンの上にマウスのカーソルをもっ

てきてマウスの右ボタンをクリッ

クします。

図資－８
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⑨ 右の図資－９のようにメニュー

が表示されますのでプロパティを

選択します。

図資－９

⑩ 右の図資－10のように「拠点

との接続」が表示されますので、

上段の「サーバの種類」をクリッ

クします。

図資－10

⑪ 右の図資－11のように「ＴＣＰ

／ＩＰ」のみにチェックを付け、

その他の欄は、空欄にします。そ

の後、「ＴＣＰ／ＩＰ設定」をク

リックします。

図資－11
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⑫ ＴＣＰ／ＩＰ設定の窓が表示

されますので、図資－12のように

設定します。ネームサーバアドレ

スを172.31.1.99と入力します。

なお「リモートネットワークで

デフォルトのゲートウェイを使用」

にも必ずチェックを入れます。確

認ができたならＯＫをクリックし

ます。

図資－12

⑬ その他については、特に設定

の必要がないのでここまで正確に

設定できたならＯＫをクリックし

ます。これで、ダイアルアップ接

続の基本的な設定は、終了しまし

た。

図資－13

⑭ 図資－14のようにデスクトッ

プ画面上にアイコンのショート

カットを作成しておくと、接続の

操作がすぐに行えます。これで基

本的な設定は終了しました。

図資－14
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(5) ダイアルアップ接続の方法

① 図資－15のようにダイヤルアッ

プネットワークの窓に表示されて

いる「拠点との接続」又はショー

トカットの「拠点との接続」をダ

ブルクリックします。

図資－15

② 図資－16のようにユーザ名と

パスワードの欄に当総合教育セン

ターから割り当てられたＩＤ及び

パスワードを入力します。パス

ワードは、******のように画面表

示され、入力した文字が分からな

いので大文字や小文字等に注意し

ながら入力します。また、市外局

番も併せて電話番号の確認も行い

ます。間違いが無ければ接続をク

リックします。
図資－16

③ 図資－17は、当総合教育セン

ターの拠点に電話をかけている様

子です。

図資－17
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④ 図資－18は、拠点とＩＳＤＮ

で接続できた後にＩＤとパスワー

ドを確認しているところです。

図資－18

⑤ 図資－19は、拠点との接続が

完了したようすです。この画面が

表示されない場合もあります。

通常は、電話をかけ始めてから

ＩＤとパスワードの確認が終了

し、インターネットができる状態

になるまで５秒前後の時間がかか

ります。

図資－19

⑥ ダイアルアップ接続の切断の

方法は、「拠点との接続」のアイ

コンをダブルクリックして右の図

資－20の画面が表示されますので

「切断」をクリックします。

切断の手続きが完了するとこの

表示が画面から消えます。

図資－20
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(6) ブラウザの設定方法(NetscapeNavigator3.01の例)

① ＷＷＷを起動し、ブラウザで

プロキシサーバの設定を行いま

す。これを忘れるとＷＷＷを利用

することができません。他の種類

のブラウザでもほぼ同様の設定方

法となります。

まず右の図資－21のようにブラ

ウザを起動します。

図資－21

② 右の図資－22のように「オプ

ション」をクリックするとメニュー

が表示されます。

図資－22

③ 「ネットワークの設定」をク

リックすると右の図資－23のよう

な画面が表示されます。上段の

「プロクシ｣をクリックします。

図資－23
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④ 次の図資－24のような画面が

表示されますので、「自動でプロ

クシを設定」の欄に間違いなく入

力します。入力する内容は、

小・中学校の児童生徒が利用する

場合は、http://172.31.1.1:8888

高校の生徒及び教職員が利用する

場合は、http://172.31.1.4:8888

となります。

なお、「手動でプロクシを設

定」でプロトコル別に設定を行う

こともできます。

図資－24

⑤ 入力した内容の確認ができれ

ば「OK」をクリックします。

これで拠点を通してＷＷＷを行う

ことができます。

図資－25

⑥ ブラウザを起動する際に常に

拠点の内部ホームページサーバの

ホームページを表示させることも

可能です。その方法は、次のとお

りです。まず、「オプション」を

クリックすると右の図資－26のよ

うにメニューが表示されますので

「全般の設定」を選択します。

図資－26
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⑦ 「Preferences」が表示され

ますので、｢表示｣をクリックして

右の図資－27のような画面を表示

させて｢開始｣の部分に設定を入力

します。入力欄に

http://www2.kyoto-be.ne.jp/

と間違えないように入力します。

確認ができれば「OK」をクリック

します。

図－資27

⑧ ブラウザをいったん終了させ

てあらためて起動させると自動的

に設定したホームページが表示さ

れるようになります。右の図資－

28は、内部ホームページサーバの

現在のホームページの画面です。

他のページから、このホーム

ページに移りたいときは、ホーム

ボタンをクリックします。

図資－28
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２ ダイアルアップ接続(複数台接続)について

図資－29のように学校や教育機関等にダイアルアップ接続用のルータを設置し接続すること

により複数台のパソコンから同時にインターネットの利用を行うことができます。

総 学校や教育機関等

合 イ パソコン１ パソコン２

教 ン

育 タ Ｉ

セ Ｓ Ｄ ル ハ パソコン３ パソコン４

ー

ン ネ Ｄ Ｓ

ー

タ ッ Ｎ Ｕ タ ブ

ー

ト パソコン５ パソコン６

拠

点

図資－29

３ 専用線接続について

図資－30のように市町村(組合)教育委員会をサブ拠点とする学校間のネットワークを構築し、

総合教育センターと専用線で接続することが可能です。この場合は、ネットワークの規模（学

校数、全体のパソコンの台数等）により、様々な構成が考えられます。

なお、専用線接続のためには、市町村（組合）教育委員会と当総合教育センターの両方に同

種のルータやＴＡ、ＤＳＵ等を市町村教育委員会の費用で設置する必要があります。

総 市町村(組合) Ａ小学校 Ｂ小学校

合イ 教育委員会

教ン デ デ

育タ ジ サ ジ

セ タ ブ タ

ー

ンネ ル ル 拠 ル

タッ 専 点 専

ー

ー

ト タ 用 機 用 Ｃ中学校 Ｄ中学校

拠 等 線 器 線

点

図資－30


